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概 要

U R L

株式会社MIXI
東京都渋谷区渋谷2-24-12 渋谷スクラ
ンブルスクエア36F
1999年6月3日
1,556名（連結・正社員のみ）
※2023年3月末現在
現在の事業の柱の1つである「モンスター
ストライク」は、2024年3月に累計利用
者数が世界で6,200万人を突破。「心も
つながる」ことを大切にした多様なコ
ミュニケーションサービスで、「ユーザー
サプライズファースト」を体現している。
https://mixi.co.jp/
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• データセンターの電気代増加などを受けて、サービス基盤の見直しが必要に
• オンプレミス環境とAmazon Web Services（AWS）の間は低遅延でつなぎたい
• 都内のオフィスから遠いデータセンターは、運用管理やトラブル対応などが大変

課題背景

成　　果

オンプレミスとAWSを低遅延で相互接続
NEC印西データセンターを活用しサービス基盤を拡張

事例のポイント

導入ソリューション

ハイブリッドクラウド基盤活用事例

株式会社MIXI 様

●NEC印西データセンターの特長

• コストを抑えながらサービス基盤を拡張可能
現在、中心となっている東京都内のパブリッククラウドへの接続拠点をもつデータセンターより低価格※に
利用できるNEC印西データセンターを新たに加えて、サービス基盤の最適化を図ることができた
• オンプレミス環境とAWSを低遅延で接続
NEC印西データセンターはAWS Direct Connectへの接続拠点が開設されているため、低遅延で
の接続が可能。異なるシステム間の通信速度を気にすることなく、さまざまな施策を検討していける
• 現地作業や監視だけでなく、より高度な支援も期待できる
NEC印西データセンターに設置した機器の監視やトラブルの一次対応だけでなく、クラウド管理やシステム
構築など、システムインテグレーターであるNECならではの支援でサービス基盤の最適化を図ることも可能

クラウドHubデータセンターと位置付けるNEC印西データセンターは、パブリッククラウド3社（AWS、Microsoft Azure、Oracle Cloud 
Infrastructure）の接続拠点が設置された国内唯一のデータセンターです（2024年4月現在）。コネクティビティ強化によるシームレスな接続で、
オンプレミスとクラウドのハイブリッド環境、複数のクラウドを利用するマルチクラウド環境を実現し、お客様のDX加速と事業成長を支援します。
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オンプレミス環境、プライベートクラウド環境、ほかクラウド、サービス事業者など

✓クラウドへの構内直接続によりセキュアかつ低遅延な通信
✓お客様機器、クラウド間のシームレスな相互接続

NEC印西
データセンター

＊ AZ：アベイラビリティゾーンの略。異なるDC群を1つの論理的な管理単位にまとめたもの。

※データセンターの利用料金はプランやラック数、オプションサービスなどによって変わります
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「豊かなコミュニケーションを広げ、世界を幸せな
驚きで包む。」をパーパスに据え、スポーツ、ライフ
スタイル、デジタルエンターテインメントなどの
事業を展開するMIXI様。具体的には、SNS「mixi」、
子どもの写真・動画共有アプリ「家族アルバム 
みてね」、スマホゲーム「モンスターストライク」
などの多様なデジタルサービスを通じて、「心も
つながる」ことを大切にしたコンテンツを提供し、
感情を一緒に分かち合う「コミュニケーションの
場と機会」の創出に取り組んでいます。

いうまでもなく、これらのデジタルサービスを
提供するにはサービス基盤となるITインフラが
不可欠です。新事業の開発などに対応するため
の俊敏性や拡張性、サービスを止めないための
信頼性、そして、快適なユーザ体験のための性能
など、同社は高度な要件を満たすITインフラを
構築し、自社で運用しています。
「オンプレミス環境とクラウドを適材適所に組み
合わせ、その時点で最適と考えられるインフラを
構築しています。現在は、オンプレミス環境は主
に東京都内のデータセンターのハウジングサー
ビスを利用してサーバなどを設置。クラウドは
Amazon Web Services（AWS）とほかクラウド

サービスが半々という構成です」とMIXIの相原 
一輝氏は言います。
しかし、物価高などの影響によって電気代など、
ハウジングサービスの利用料が徐々に増加。現
在の環境が「現時点で最適」とはいえない状況に
なってきていました。
「仮に既存環境の増床を検討しても、同じフロア
のラックを借りられるという保証はなく、離れた
ラック間や異フロア間を接続するための配線工事
が必要になる可能性が高い。メリットはあまり大
きくないにもかかわらず、都内であるためコスト
は割高。次の最適化のきっかけとなる一手を模索
していました」と同社の山田 千紗氏は言います。

サービス基盤の最適化を目指す同社は、複数の
事業者のデータセンターを比較。多くの選択肢
の中から、NECの「NEC印西データセンター」を
新たにITインフラに加えることを決めました。
「決め手となったのは、AWS に専用ネットワーク
で接続するためのAWS Direct Connectロ
ケーションがNEC印西データセンターに開設さ
れていること。AWS Direct Connectへの接続

拠点となっているデータセンターは、この地域で
はNEC印西データセンターだけでした。しかも、
東京都内でメガクラウドにダイレクトに接続でき
るデータセンターより低価格に利用でき、コスト
面でもメリットがありました」と相原氏は言います。
単にAWS Direct Connectへの接続拠点となっ
ているだけでなく、NEC印西データセンターは、
非常に低遅延でAWSの特定のリージョンに接続
できることがわかっています。「既存の環境並み、
あるいは、それより低遅延でオンプレミス環境と
AWSを相互接続でき、コストも抑えられるとな

れば、最適な選択肢と判断できます」と山田氏は
続けます。
この考えの基、同社は低遅延性を確認するため
にNEC印西データセンターに機器を設置してト
ライアルを行い、結果を確認した上で契約を結
びました。「NECから聞いたとおりの『超』低遅延
を、はっきりと確認しました。トライアルを求める
私たちのお願いに、柔軟かつ迅速に対応してく
れたNECには、とても感謝しています」（相原氏）。

NEC印西データセンターを新たに加えたITイン
フラを活用して、同社はサービス基盤の強化につ
ながる、さまざまな施策を検討しています。
「オンプレミスとAWSとの間の遅延を気にせず
に済むわけですから、さまざまなことが検討でき
ます。例えば、物理機器として設置しているロー
ドバランサの予備リソースはAWSを使ってソフ
トウェア型で用意しておくことで、拡張性やアク
セスが急騰した際の対応力を高められます」と

山田氏。サーバについても、オンプレミス環境の
DBサーバとAWS上のAPサーバなど、サーバ間
の遅延を気にする必要がないため、コストメリッ
トの大きな場所にサーバを移設したり、AWSを
使って拡張を図り、必要なリソースをすぐに調達
したりできます。
またNEC印西データセンターは、AWSだけで
なく、そのほかのクラウドサービスについても
接続拠点が設置されています。「今後、接続先が
さらに拡大すれば、私たちにとってはクラウド選
定の幅が広がることになり、そういった将来的な
利便性の向上にも期待しています」と相原氏は

言います。
都内のデータセンターに比べると、オフィスから
遠くなってしまうことから、現在、NECは、現地
での運用監視支援などの提案を行っています。
「トラブルの一次対応などを任せられれば、私た
ちの運用管理負荷を低減できます。単にハウジ
ングサービスを提供してくれるだけでなく、私た
ちの助けになるさまざまな提案を行ってくれる
のもNECの魅力。重要なサービス基盤の最適化
を一緒に検討するパートナーとして頼りにして
います」と山田氏は述べました。

導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

電気代の高まりなどを受けて
サービス基盤を見直し

クラウド活用の選択肢が広がる。
将来性に期待

AWSと低遅延に接続できることを
トライアルで確認
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環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

お問い合わせは、下記へ

NEC クラウド・マネージドサービス インフォメーションデスク
URL： https://jpn.nec.com/outsourcing/dc/inzai.html
E-mail： info@ebiz.jp.nec.com


